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脳波等を活用した高精度ブレインテックに関する先端技術　
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今後、脳機能の回復・補填、脳情報の活用を目指すブレインテックは重要技術として開
発競争が進んでいく分野です。神経科学に伝統的な強みを持つ日本がその中で国際競争
力を高めていくためには、「他の追随を許さない尖った技術」の重点的育成が必要です。
そのため、今回、先進的な研究チームを選抜させていただきました。選ばれたチーム間
の連携を進めながら、柔軟な予算措置も行って、日本ならではの独創的な技術開発を推
進して参ります。また、これらの技術開発においては、倫理的課題への配慮が必要です。
このような先進技術開発と倫理的課題への対応という両輪を回しながら、世界をリード
する研究体制を構築して参ります。
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■ 分科会委員（アドバイザー）

❶	非侵襲（・非接触）型脳波等計測技術・素材の開発
	� 電極部位の高精度化やノイズの低減等を実現し、微弱な脳波等を高精度かつ簡易に計測する技術を開発するほか、高精度か

つメンテナンス性や装着感等を考慮した素材を開発する。

❷	�小型かつ汎用的な脳波等計測装置を用いた
	 心身状態をリアルタイムに把握するシステムの開発・検証
	 •	�脳波等計測装置の開発に必要な多種多様な計測手法による質の高いデータを収集・統合した、数百〜2000人規模のマル

チモーダルなデータベースを構築し、脳情報を高精度に解析・活用するシステムを開発する。
	 •	�データの解析成果を活用し、脳波等から高精度に感情や認知活動などの心身状態をリアルタイムに把握可能なアルゴリズ

ムの開発、また、ＡＩシステム開発による心身状態の変化を予測できるデータシミュレーションを開発する。
	 •	�様々な場面で脳波等を計測することを念頭に、上記技術を組み合わせ、脳波等から高精度に感情や認知活動などの心身状

態をリアルタイムに把握できる小型で汎用な計測装置を開発・検証する。
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予算額 最大45億円程度
研究開発構想の詳細はこちらから

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_

anshin/9_20231225_mext.pdf
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■ 研究開発課題
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（２）心身状態を把握するシステム開発・検証公募枠
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